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3
月
13
日
に
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー
に
て
「
3
・
13
重
税

反
対
江
東
区
民
集
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
集
会
後
に
は

『
消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
廃
止
の
道
を
切
り
開

く
共
同
の
行
動
を
！
納
税
者

の
権
利
を
発
展
さ
せ
強
権
的

な
税
務
行
政
許
さ
な
い
た
た

か
い
を
！
大
軍
拡
・
大
増
税

を
許
さ
ず
、
暮
ら
し
・
営
業

を
守
る
政
治
の
実
現
を
！
』

と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
江

東
東
税
務
署
へ
向
け
て
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動

は
、平
和
で
安
心
し
て
働
き
、

生
き
る
こ
と
を
願
う
団
体
・

個
人
が
「
重
税
反
対
」
の
一

点
で
団
結
し
て
1
9
7
0
年

に
結
成
・
開
始
し
た
運
動
で

す
。
今
年
で
57
回
目
を
迎
え

た
集
会
に
は
総
勢
90
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
江
東
東
税
務
署

へ
の
集
団
デ
モ
行
進
を
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
大
き
な
声

で
上
げ
な
が
ら
50
名
で
行

い
、
集
団
申
告
へ
う
つ
り
ま

し
た
。

総
選
挙
後
に
発
足
し
た
第

2
次
高
市
政
権
は
、
武
器
輸

出
の
解
禁
や
大
軍
拡
を
進

め
、
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
危
険
な
動
き
を

強
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

憲
法
改
悪
や
参
議
院
比
例
定

数
削
減
、
ス
パ
イ
防
止
法
の

制
定
な
ど
、
立
憲
主
義
や
民

主
主
義
、
国
民
の
自
由
を
脅

か
す
政
策
も
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
「
日
本
列
島
を

強
く
豊
か
に
」
と
い
う
主
張

は
、
戦
前
の
「
富
国
強
兵
」

を
思
わ
せ
る
も
の
で
す
。
4

月
か
ら
は
法
人
税
や
た
ば
こ

税
に
よ
る
防
衛
増
税
が
始
ま

り
、
社
会
保
障
費
4
兆
円
削

減
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
国
債
増
発
に
よ
る
「
積

極
財
政
」
は
、
長
期
金
利
の

上
昇
や
円
安
・
物
価
高
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
飲
食
料
品
の
消
費
税
を

2
年
間
ゼ
ロ
％
に
す
る
議
論

も
、
将
来
の
消
費
税
増
税
や

社
会
保
障
削
減
へ
の
布
石
と

み
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
強

引
な
税
務
調
査
や
ｅ
―
Ｔ
ａ

ⅹ
の
押
し
付
け
な
ど
、
納
税

者
の
権
利
を
軽
視
す
る
税
務

行
政
も
深
刻
で
す
。

年
々
、
集
会
、
デ
モ
行
進
、

集
団
申
告
と
も
に
参
加
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
他
の
労

働
運
動
で
も
同
様
で
す
。
デ

モ
行
進
等
に
よ
り
民
意
を
表

し
、
世
論
喚
起
を
行
う
こ
と

は
憲
法
21
条（
表
現
の
自
由
）

で
補
償
さ
れ
て
い
る
我
々
の

権
利
で
す
。
次
年
度
以
降
、

こ
の
記
事
を
お
読
み
の
方
か

ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

3
月
5
日
（
木
）
、
建
設

業
の
改
善
と
、
様
々
な
暮
ら

し
危
機
打
開
の
た
め
に
民
間

・
公
共
の
建
設
関
係
の
労
働

組
合
で
立
ち
上
げ
た
、
私
た

ち
東
京
土
建
も
森
組
ん
で
い

る
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委

員
会
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員

会
や
全
労
連
な
ど
5
団
体
は

「
2
0
2
6
国
民
春
闘
勝
利

！
3
・
6
中
央
総
決
起
集
会
」

を
日
比
谷
公
園
か
も
め
広
場

に
て
2
0
0
0
人
の
参
加
で

開
催
し
、
江
東
支
部
か
ら
20

人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し

た
。全

労
連
の
秋
山
正
臣
議
長

は
、
10
％
以
上
の
賃
上
げ
実

現
に
向
け
ス
ト
ラ
イ
キ
も
構

え
た
た
た
か
い
の
重
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企

業
の
業
績
が
好
調

な
な
か
で
「
内
部

留
保
を
賃
上
げ
や

下
請
け
単
価
の
引

き
上
げ
に
回
す
べ

き
だ
」
と
訴
え
が

広
が
り
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
も
発

言
が
あ
り
、
全
労

協
の
渡
辺
洋
議
長

は
「
5
％
程
度
の

賃
上
げ
で
は
不
十

分
」
と
指
摘
。
全

国
港
湾
労
働
組
合

連
合
会
の
竹
内
一

委
員
長
は
、
平
和

と
憲
法
を
守
る
運

動
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本

医
労
連
の
寺
田
雄
氏
は
、
ケ

ア
労
働
者
の
厳
し
い
実
態
に

ふ
れ
、
「
月
5
万
円
の
賃
上

げ
を
め
ざ
す
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

実
質
賃
金
が
4
年
連
続
で

減
少
す
る
な
か
、
す
べ
て
の

労
働
者
の
生
活
改
善
に
つ
な

が
る
大
幅
賃
上
げ
な
ど
を
求

め
、
デ
モ
、
国
会
請
願
を
行

い
、
請
願
書
を
衆
議
院
、
参

議
院
で
出
迎
え
た
議
員
に
手

渡
し
ま
し
た
。

【
わ
た
し
た
ち
の

要
請
事
項
】

1
、
最
低
賃
金
を
全
国
一
律

に
し
、
大
幅
に
引
き
上
げ
る

た
め
、
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
者
に
対
す
る
特
別
補
助

を
創
設
し
て
下
さ
い
。特
に
、

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者

と
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の
社

会
保
険
料
負
担
の
減
免
制
度

な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
成
立
時
の

国
会
附
帯
決
議
を
鑑
み
、
早

急
に
実
施
し
て
下
さ
い
。

2
、
第
三
次
担
い
手
3
法
に

よ
る
労
務
費
に
関
す
る
基
準

が
建
設
労
働
者
に
行
き
わ
た

る
よ
う
施
策
強
化
を
し
て
下

さ
い
。

3
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
者
へ
の
官
公
需
発
注
の
増

額
と
発
注
価
格
の
適
正
化
を

行
っ
て
下
さ
い
。
受
託
企
業

の
適
正
な
労
務
費
と
利
益
を

保
障
す
る
公
契
約
法
を
制
定

し
、
地
方
自
治
体
で
の
公
契

約
条
例
の
普
及
を
支
援
し
て

下
さ
い
。

4
、
平
和
、
い
の
ち
、
く
ら

し
を
壊
し
、
国
民
に
負
担
を

押
し
つ
け
る
軍
備
拡
大
を
中

止
し
て
く
だ
さ
い
。
自
衛
隊

保
持
を
明
記
す
る
改
憲
、
緊

急
事
態
条
項
創
設
、
ス
パ
イ

防
止
法
制
定
な
ど
の
戦
争
準

備
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

5
、
消
費
税
を
一
律
5
％
へ

減
税
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
た
だ
ち
に
廃
止
し
て
く
だ

さ
い
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃

止
ま
で
の
間
小
規
模
事
業
者

に
対
す
る
負
担
軽
減
措
置
等

を
延
長
・
拡
充
し
て
下
さ

い
。

6
、
建
設
国
保
育
成
、
従
来

の
健
康
保
険
証
新
規
発
行
を

再
開
し
こ
れ
か
ら
も
利
用
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

7
、
労
基
法
の
適
用
除
外
の

容
易
化
は
憲
法
の
趣
旨
を
逸

脱
し
て
い
る
の
で
労
基
法
の

改
悪
を
止
め
て
下
さ
い
。

8
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付

金
制
度
に
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材

メ
ー
カ
ー
の
拠
出
を
含
め
た

完
全
な
制
度
に
し
て
下
さ

い
。

小野瀬支部税金対策部長

区民集会、税務署へデモ行進、集団申告区民集会、税務署へデモ行進、集団申告

実 川 英 治

江東支部から20人の仲間が参加

3・13重税反対統一行動を開催3・13重税反対統一行動を開催

春闘勝利で
大幅賃上げを勝ち取ろう

春闘勝利で
大幅賃上げを勝ち取ろう

村瀬書記次長閉会あいさつ

江
東
支
部

江東東税務署に向けデモ行進

◆事務所休館のお知らせ◆
4月3日（金）終日書記局会議
と外部監査のため、28日（火）
午後は書記局会議のため、5月
1日（金）終日メーデーのため
事務所を休館します。ご了承く
ださい。

様
々
な
く
ら
し
危
機
打
開
の
た
め
に
ア
ピ
ー
ル
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【
深
七
・
中
尾

正
文
】

忠
敬
さ
ん
は
、
な
ぜ
深
川

に
来
た
の
で
し
ょ
う
か
？
芭

蕉
さ
ん
が
深
川
に
来
た
謎
ほ

ど
深
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

明
快
で
な
い
も
の
の
、
深
川

の
魅
力
と
お
伝
え
し
た
い
の

で
す
が
。
つ
ま
り
、
浅
草
よ

り
魅
力
が
あ
っ
た
の
か
な
と

い
ぶ
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

浅
草
（
天
文
方
）
に
通
う
に

ち
ょ
う
ど
よ
い
少
し
離
れ
た

町
と
し
て
選
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
。

歩
測
で
有
名
な
忠
敬
さ
ん

は
約
六
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
が
一
歩
で
す
。
立
っ
て
一

歩
の
歩
幅
寸
法
を
測
っ
て
も

だ
め
で
す
。
あ
く
ま
で
連
続

的
に
歩
い
て
い
る
歩
幅
で
す

か
ら
、
勢
い
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
動
的
で
す
。
身
長
は

約
百
六
十
セ
ン
チ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
当
時
の
人

の
平
均
で
し
ょ
う
。

井
上
ひ
さ
し
の
「
四
千
万

歩
の
男
」
で
は
、
吉
原
芸
者

の
綺
麗
ど
こ
（
お
茶
）
と
の

隠
居
生
活
を
描
き
、
東
北
へ

の
旅
立
ち
は
、
恋
の
別
れ
だ

っ
た
の
で
す
が
。
さ
す
が
十

回
は
き
つ
い
よ
ね
、
別
れ
は

謎
と
し
ま
し
た
。
ひ
さ
し
氏

も
無
理
は
書
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
事
実
は
賢
者
お
エ
イ
さ

ん（
四
人
目
の
深
川
で
の
妻
）

達
家
族
が
留
守
番
で
し
た
。

天
文
方
の
高
橋
至
時
（
よ

し
と
き
十
九
歳
下
）
な
る
当

時
一
流
の
暦
学
者
に
爺
様
が

そ
う
簡
単
に
弟
子
入
り
で
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
学
者
の

至
時
氏
に
黄
金
の
手
土
産
は

似
合
い
ま
せ
ん
。
八
代
将
軍

吉
宗
の
時
か
ら
の
悲
願
で
あ

る
改
暦
（
寛
政
暦
）
を
仕
切

っ
た
の
が
、
当
時
の
若
年
寄

堀
田
正
敦
摂
津
守
で
、
そ
の

医
者
桑
原
隆
朝
は
、
忠
敬
さ

ん
の
三
人
目
の
妻
お
ノ
ブ
の

父
親
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な

人
脈
か
ら
、
至
時
の
畿
内
か

ら
の
入
府
時
期
情
報
や
堀
田

摂
津
守
の
口
添
え
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が

立
ち
ま
す
。
寛
政
七
（
一
七

九
五
）
年
五
月
に
深
川
黒
江

町
の
幸
七
店
（
こ
う
し
ち
だ

な
）に
隠
宅
を
構
え
ま
し
た
。

特
に
先
妻
と
の
末
娘
お
コ
ト

さ
ん
は
呼
び
名
も
親
し
み
か

ら
か
、
不
詳
ゆ
え
い
ろ
ん
な

小
説
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ち
な
み
に
天
文
方
は
、
浅

草
鳥
越（
現
浅
草
橋
三
丁
目
）

に
あ
り
ま
し
た
。
高
さ
9
・

3
ｍ
の
築
山
の
上
に
観
測
所

が
あ
り
ま
し
た
。
前
後
60
年

間
に
わ
た
っ
て
浅
草
で
し

た
。

（
引
用
渡
辺
一
郎
著
「
伊
能

忠
敬
測
量
隊
」
か
ら
一
部
）

「
区
民
要
求
実
現
江
東
大

運
動
実
行
委
員
会
」
は
、
2

月
27
日
（
金
）
、
都
立
猿
江

公
園
に
て
「
怒
り
の
区
民
集

会
＆
チ
ョ
ウ
チ
ン
デ
モ
」
を

開
催
し
、
15
団
体
・
約
1
5

0
人
（
支
部
は
す
べ
て
の
分

会
か
ら
53
人
）
が
参
加
し
、

亀
戸
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
主
催
者
挨
拶
、

連
帯
挨
拶
、
参
加
各
団
体
か

ら
決
意
表
明
、
集
会
決
議
で

は
、
政
治
情
勢
と
く
ら
し
を

め
ぐ
る
課
題
と
し
て
、
「
高

市
早
苗
首
相
の
も
と
で
行
わ

れ
た
総
選
挙
は
、
十
分
な
議

論
が
な
い
ま
ま
実
施
さ
れ
、

自
民
党
が
大
き
く
議
席
を
伸

ば
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
結
果
は
国
民
の
白
紙
委
任

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、

物
価
上
昇
が
続
く
一
方
で
賃

上
げ
は
追
い
つ
か
ず
、
実
質

賃
金
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
く
ら
し
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
大
幅
な
賃
上
げ
や
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
労
働
時

間
の
短
縮
な
ど
、
働
く
人
の

生
活
を
守
る
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費

税
の
引
き
下
げ
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
中

小
事
業
者
へ
の
支
援
も
重
要

で
す
。
一
方
で
、
原
発
政
策

の
見
直
し
や
社
会
保
障
の
充

実
、
政
治
資
金
の
透
明
化
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
く
ら

し
と
平
和
を
守
る
た
め
、
引

き
続
き
声
を
上
げ
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
」
と
の
発
言
が
あ

り
、
参
加
者
は
集
会
決
議
を

拍
手
で
採
択
し
、
亀
戸
公
園

ま
で
、
一
人
一
人
が
プ
ラ
カ

ー
ド
や
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
持
っ

て
、
力
強
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
し
な
が
ら
、
元
気
に

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
沿
道

か
ら
は「
が
ん
ば
れ
！
」「
そ

の
通
り
！
」
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
反
対
！
」
と
連
帯
と
激

励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

東
京
土
建
江
東
支
部
も
加
盟
す
る
「
全
建
総
連
東
京
都
連
江
東
区
建
設
協
議
会
（
以
下
、
建
設
協

議
会
）
」
は
、
江
東
区
と
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
を
2
0
1
9
年
に
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
防
災
減
災
を
地
域
で
取
り
組
む
「
れ
す
き
ゅ
う
こ
う
と
う
希

望
（
の
ぞ
み
）
」
を
組
織
し
た
江
東
支
部
で
は
、
今
年
も
防
災
体
験
学
習
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
建

設
協
議
会
の
中
心
団
体
と
し
て
、
広
く
防
災
減
災
の
意
識
を
持
つ
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
体
験
学
習
会
へ

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
き
：
4
月
26
日
（
日
）
9
時
30
分
集
合

場
所
：
本
所
防
災
館
入
口
（
墨
田
区
横
川
4
―
1
―
6
）

内
容

①
Ｖ
Ｒ
防
災
体
験
コ
ー
ス
（
9
：
50
〜
10
：
20
）

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
技
術
を
活
用
し
、
地
震
・

火
災
・
風
水
害
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
自
然
災
害
コ
ー
ス
（
10
：
30
〜
12
：
15
）

①
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
防
災
シ
ア
タ
ー
で
地
震
の
映
像
を
上
映
）

②
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
③
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー

④
都
市
型
水
害
体
感
コ
ー
ナ
ー
⑤
暴
風
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー

合
計
5
つ
の
コ
ー
ス
を
体
験
で
き
ま
す
。

募
集
定
員
：
20
名

☆
参
加
費
無
料
で
す

※
1
次
締
め
切
り
3
月
集
約
、
最
終
締
め
切
り
4
月
集
約
で
す

当
日
は
現
地
集
合
、
現
地
解
散
に
な
り
ま
す
。

［とき］5月24日（日）
10時50分集合11時開始～14時終了（予定）
［場所］
都会の農園バーベキュー場

（アクセスはＱＲコードより）
（江東区青海1―1―1ダイバーシティ東京プ
ラザ屋上）
［募集人数］80人
［参加費］大人（高校生以上）：2000円、小人
（小・中学生）：1000円、未就学児：無料
［対象］50歳未満の組合員および家族、もしく
は中学生以下のお子様がいる組合員とその家族
申込はチラシまたはＱＲコードより→
定員になり次第締め切ります！申し込みはお早
めに！

労働者は団結しよう！労働者は団結しよう！
怒りのチョウチンデモ

防災体験学習会 開催のお知らせ防災体験学習会 開催のお知らせ

〜
深
川
の
忠
敬
〜

第
二
回

第
二
回

抽選会もあるよ！
春のＢＢＱ開催します

区民要求を横断幕に掲げアピール

笑
事

（
第
●
回
）


	2242-01
	2242-02

